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1 は じ め に

生産現場で品質をチェックすることは市場出荷や契約栽

培で特定の小売店へ出荷する場合,信用関係を深めるため

に重要である。しかし,糖やビタミンC(以後,VCと 記
す)の定量はやや煩雑であるため,生産現場で多量の試料
を迅速に測定することは困難である。このため,簡易に上

記成分含量を推定できれば便利である。屈折糖度計を使用

した Brix示度は生産現場でも簡易に測定できる。そこで
,

Brix示度と上記成分との関係を調査した。

2試 験 方 法

試験は1997年度,1998年度に秋田農試内のパイプハウス

内で実施した。品種はホウレンソウでは `ソ ロモン',コ

マツナでは 'せいせん 7号'を供試した。

1997年度はホウレンソウ,コ マツナともに10月 15日 ,同
27日 ,11月 4日 に同一のパイプハウス (100r)に播種 し,
播種前に窒素,リ ン酸,カ リをそれぞれ0斑/,施用した。
1998年度は2棟のパイプハウス (10oピ)を使用 してホウ
レンソウを8月 10日 ,9月 10日 ,10月 5日 ,同 15日 ,同 23
日に,コ マツチを8月 17日 ,9月 14日 ,10月 15日 ,同 23日 ,

11月 2日 に播種した。施肥量は各パイプハウスにおいて ,

播種前に窒素,リ ン酸,カ リをそれぞれ1997年度と同量施

用した。栽植密度はすべての作期においてホウレンソウ
,

コマツナともに株間5cl,条間20cm(100個体/ピ)と し
た。

試料の採取は,1997年度は 1月 から3月 にかけて,1998

年度は9月 から3月 にかけて行った。

葉柄 Brix示度は,葉柄中央の皮層部分を屈折糖度計の

ガラス面にのせ,押 しつぶして測定した。また,糖含量は

アンスコン法,VC含量はヒドラジン法で測定した。

3 試験結果及び考察

ホウレンソウとコマツチの葉位ごとの葉柄 Brix示度を

図 1に示す。各葉位の葉柄 Brix示度はホウレンソウ, コ

マツナともに内側になるにつれて高まった。葉柄 Brix示

度を全葉位について平均した値は,ホ ウレンソウが28%,
コマツナが30%で ,最大葉と 1葉内側の葉柄の平均値が
その値に近似した。
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図 1 葉位ごとの葉柄 Brix示度
注 調査は1997年 11月 10日から12日 にかけて実施した。葉
位は最大葉を0と し,その外側に向かって一符号,内側
に向かって+符号をつけて表示した。また,各葉位の葉
柄 Brix示度は10個体の平均値で表示した。

最大葉とその 1葉内側の葉柄 Brix示度の平均値と可食

部全体の葉柄 Brix示度との関係を図 2に示す。最大葉と

その1葉内側のは柄 Brix示度の平均値はホウレンソウ,
コマツナともに可食部全体の葉柄 Brix示度とはぼ対応 し

′こ。

最大葉とその 1葉内側の葉柄 Brix示度の平均値 (以後,

葉柄 Brix示度と表現)と葉身,葉柄を合わせた可食部全

体の糖含量との関係を図 3に示す。ホウレンソウ,コ マツ

チの葉柄 Brix示度と可食部全体の糖含量との間には,相
関係数 (R2)がホウレンソウで0880,コ マツナで0925
で示される高い正の相関関係が認められた。葉柄 Brix示

度が3%,7%で ホウレンソウの糖含量はそれぞれ lg,
3g/1008 FW程 度,コ マツナの糖含量はそれぞれ lg,
4g/1008 FW程 度と推定される。
葉柄 Brix示度と葉身,葉柄を合わせた可食部全体の

Vc含量との関係を図 4に示す。ホウレンソウ,コ マツナ
の葉柄 Brix示度と可食部全体のVC含量との間には,相
関係数 (R2)がホウレンソウで0827,コ マツナで0816
で示される高い正の相関関係が認められた。葉柄 Brix示

度が3%,7%で ホウレンソウの VC含量はそれぞれの嘔,
100鴫/100g FW程度,コ マツナのVC含量はそれぞれ60
mg,100mg/100g FW程度と推定される。
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最大葉とその 1葉内側の葉柄 Brix示度の平均値
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図2 最大葉とその 1葉内側の葉柄 Brix示度平均値と可食部の葉柄 Brix示度との比較
注 1998年 8月 ～10月 に播種し,1998年 9月 ～1999年 2月 にかけて採取した試料についてプロットした。
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図3 葉柄 Brix示度と可食部全体の糖含有率
注 1997年度,1998年 度の両年に採取した試料についてプロットした。
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図4 葉柄 Brix示度と可食部全体のビタミンC(VC)含有率
注 1997年度,1998年度の両年に採取した試料についてプロットした。
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4 ま  と  め

ホレンソウとコマツナの糖及びビタミンC含量を生産現

場で屈折糖度計を使用して簡易に推定することを目的に
,

Brix示度と上記成分との関係を調査した。その結果,両

作物ともに,最大葉とその 1葉内側の葉柄 Brix示度の平

均値と糖及びビタミンC含量との間には高い正の相関関係

が認められた。このことから,最大葉とその 1葉内側の葉

柄 Brix示度の平均値により,ホ ウレンソウとコマツナの

糖及びビタミンC含量を推定できる。
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